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１．研究計画の概要 
 本研究では、明治（近代化）以降の日本に
おいて、印刷メディア（図書、雑誌等）の発
展、普及と近代図書館の役割がどのような関
係にあったのかを、出版、図書館、教育等の
統計データの体系的かつ包括的な収集・分析
によって実証的に解明を行う。具体的には、
（A）社会的な資料利用の総体を対象とした
経年的な分析、（B）特定の資料・資料群を対
象とした利用持続性の分析を研究の目的と
する。 
 また、（A）、（B）どちらにおいても、対比・
検証のために、同時期の欧米における同様の
統計データを可能な範囲で収集し、日本との
比較分析を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 第１年度は、明治期以降の人口、教育、識
字、出版・その他の記録メディアの生産・流
通、通信メディアの普及・利用等に関する基
本統計資料の入手可能性を確認し、これらの
統計データを順次収集した。また、現代日本
で普及している情報メディアのタイプ 21 種
を取り上げ、その伝達特性を比較するための
「メディア比較汎用項目リスト」を創出し、
メディア間の相互関係を分析するためのフ
レームを構築した。 
 第 2年度は、出版流通、図書館利用、およ
び非印刷メディアの流通・利用に関する統計
データを、前年度に引き続いて調査、収集、
整理した。その結果、明治初年から 2008 年
まで、可能な限り長期にわたる各種のデータ
を入手することができ、基本的な分析を開始
することができた。また、印刷メディアを 21
世紀の新しいメディア環境の中に位置づけ
るため、デジタル化・ネットワーク化によっ

て情報組織化にどのような本質的変化がも
たらされたかを検討した。 
 第 3年度は、統計データの収集、整備を継
続し、戦後日本における個人の印刷メディア
環境の変容を分析するため、図書、雑誌の実
売部数、日刊新聞の発行部数、公共図書館の
個人貸出数に経済成長率を加えた 5つの時系
列変数を用い、印刷メディア流通量変化の相
互関係の詳細な分析を行った。また、図書の
ライフサイクル特性（内容的な寿命、耐用年
限）を分析するため、改訂版の刊行状況の実
態を把握するための書誌データ収集および
分析手法を検討し、パイロットサーチを実施
した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②概ね順調に進展している。 
（理由）研究計画にあげた各種統計データの
収集は順調に進めることができた。また、こ
れらのデータを用いた分析研究の成果も学
会、雑誌で継続して発表することができてい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでのところ、時系列分析は主に印刷
メディアに限定されているが、今後印刷以外
のメディアについて時系列分析を行い、近代
日本における情報メディアの流通および需
要の特性を包括的に解明する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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